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急激な人工化、情報化の波は日本社会の基層文化

を侵食し、新しい「電脳世代」が登場しつつある。

「こころ」の問題から、日本の近未来像を提示し、

21世紀の選択を考える。
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は
　
し
が
き

今
の
日
本
の
世
の
中
、
な
に
を
軸
に
し
て
動
い
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
の
が
多
く
の
人
々
の
感
じ
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
二
〇
年
ぐ
ら
い
前
ま
で
は
、
日
本
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
各
人
が
絶
対

的
基
準
を
立
て
て
口
角
泡
を
飛
ば
し
て
議
論
す
る
姿
が
い
た
る
と
こ
ろ
で
見
ら
れ
た
も
の
だ
。
こ
う
し
て
真
剣
な
討

論
を
対
決
さ
せ
る
と
、
時
に
は
憎
悪
の
丸
出
し
で
終
わ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
も
っ
と
良
い
見
方
を
両
者
が
討
論
の
な

か
で
生
み
出
し
て
、
そ
の
つ
ど
結
論
を
出
す
と
い
う
素
晴
ら
し
い
こ
と
も
あ
っ
た
。
今
で
は
あ
ら
ゆ
る
意
見
が
相
対

化
さ
れ
、
議
論
し
て
も
、
ま
あ
い
い
じ
ゃ
な
い
か
で
相
手
を
傷
つ
け
ず
に
、
お
だ
や
か
に
結
論
も
な
く
終
わ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
日
本
社
会
の
姿
も
将
来
も
ぼ
ん
や
り
と
し
て
見
え
な
く
な
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

は
っ
き
り
と
意
見
を
い
う
、
と
い
う
姿
勢
が
消
え
た
し
、
そ
う
い
う
意
見
を
も
つ
人
は
、
偏
っ
て
い
る
と
急
速
に

敬
遠
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
意
見
を
明
確
に
す
る
と
な
る
と
、
ど
う
し
て
も
で
き
る

だ
け
少
な
い
要
素
を
使
っ
て
、
社
会
が
動
い
て
い
る
軸
を
説
明
す
る
と
い
う
方
法
を
と
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
一

億
人
以
上
の
人
間
が
い
ろ
い
ろ
な
関
係
の
複
合
で
世
の
中
を
動
か
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
単
純
な
要
素

の
組
合
せ
で
説
明
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
、
他
に
こ
う
い
う
こ
と
が
あ
る
、
と
い
う
意
見
が
当
然
に
出

て
き
て
、
話
は
う
や
む
や
に
終
わ
る
。
気
楽
に
暮
ら
せ
る
の
だ
か
ら
、
思
い
切
っ
た
意
見
は
自
分
の
中
に
押
し
込
ん

は　し　が　き



で
、
他
人
の
意
見
に
同
調
し
て
い
く
は
う
が
、
嫌
わ
れ
な
い
で
う
ま
く
や
っ
て
い
く
生
き
方
だ
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
の
だ
ろ
う
。

そ
う
い
う
こ
と
は
や
め
て
、
本
書
で
は
、
少
数
の
要
素
で
、
日
本
社
会
の
今
の
姿
、
そ
し
て
そ
の
姿
の
将
来
に
つ

い
て
の
見
通
し
、
生
き
方
に
つ
い
て
の
意
見
を
は
っ
き
り
と
提
出
す
る
こ
と
に
し
た
。
ま
ず
第
一
編
で
は
、
日
本
社

会
を
動
か
し
て
い
る
軸
を
、
い
わ
ば
タ
テ
に
、
「
政
治
経
済
シ
ス
テ
ム
」
「
人
工
化
情
報
化
社
会
」
「
核
家
族
」
の
三

つ
と
し
、
こ
の
三
つ
の
構
成
軸
が
回
転
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
つ
づ
く
第
二
編
で
は
、
二
一
世
紀
に
、
「
電
脳
人
」

と
い
う
新
し
い
日
本
人
が
登
場
し
て
く
る
こ
と
を
描
き
出
し
た
。
今
の
流
行
語
で
あ
る
「
新
人
類
世
代
」
は
も
う
こ

こ
で
「
新
人
類
」
　
で
は
な
く
な
る
。

こ
れ
ら
の
四
つ
の
要
素
で
回
転
し
て
い
く
日
本
人
社
会
で
最
大
の
問
題
は
、
そ
の
な
か
を
生
き
て
い
く
一
人
一
人

の
「
こ
こ
ろ
」
、
お
よ
び
そ
の
「
こ
こ
ろ
」
が
つ
く
り
出
す
生
活
文
化
の
問
題
で
あ
る
。
本
書
の
中
心
は
こ
こ
に
置

か
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
第
三
編
で
取
り
上
げ
た
。
今
、
私
た
ち
は
二
一
世
紀
に
向
け
て
最
後
の
選
択
を
し
て
い
る
。

本
書
の
「
結
び
」
　
で
は
、
こ
の
ま
ま
で
お
だ
や
か
に
、
人
々
が
流
れ
流
れ
て
生
き
て
い
く
こ
と
を
選
択
し
た
ら
、
回

転
し
て
い
く
社
会
が
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
姿
を
描
き
出
し
て
い
る
。
こ
の
「
結
び
」
は
「
あ
と
が
き
」
の

つ
も
り
だ
。

本
書
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
政
治
経
済
シ
ス
テ
ム
、
人
工
化
情
報
化
社
会
、
核
家
族
、
情
報
人
、
電
脳
人
、
「
こ
こ

ろ
」
の
六
つ
だ
が
、
こ
の
な
か
の
「
情
報
人
」
に
つ
い
て
は
『
日
本
的
情
報
化
経
営
』
（
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
社
、
一
九
九

iiは　し　が　き

〇
年
）
で
も
う
取
り
上
げ
て
し
ま
っ
た
か
ら
、
本
書
で
は
し
つ
こ
く
く
り
か
え
し
て
は
い
な
い
。

現
状
の
私
か
ら
す
れ
ば
、
ま
こ
と
に
思
い
が
け
な
い
こ
と
な
が
ら
、
本
書
は
古
い
知
己
で
あ
る
有
斐
閣
書
籍
編
集

部
の
伊
藤
真
介
さ
ん
の
ご
厚
意
に
よ
っ
て
世
に
出
る
こ
と
に
な
っ
た
。
心
か
ら
謝
意
を
表
し
た
い
と
畢
っ
。

一
九
九
二
年
四
月

著
　
　
者

iii　　は　し　が　き



日
　
　
　
次

茹
一
編
　
進
む
人
工
化
社
会
の
構
成

⑳
　
序
（
2
）

等
一
章
　
政
治
経
済
シ
ス
テ
ム

夢
一
備
　
ビ
ジ
ネ
ス
の
島

⑳
　
権
力
シ
ス
テ
ム
（
～
）
　
『
エ
ニ
グ
マ
二
8
）
　
行
政
権
力
（
川
）

夢
二
舗
　
中
心
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
」
の
成
長

⑳
　
ビ
ジ
ネ
ス
が
核
心
（
叫
）
　
ビ
ジ
ネ
ス
の
力
学
（
1
7
）
　
ビ
ジ
ネ
ス
核
心
は
不
変
（
誓

算
二
葦
　
モ
ノ
と
カ
ネ
の
ビ
ジ
ネ
ス

24

第
一
飾
　
カ
ネ
の
ビ
ジ
ネ
ス
構
造

24

⑳
　
金
融
制
度
の
自
由
化
（
叫
）
　
国
全
体
の
資
産
構
成
（
り
）
　
企
業
の
力
（
誓

弟
二
鵠
　
「
差
別
化
」
哉
争

⑳
　
本
業
＋
新
規
事
業
（
ど

化
鰐
辛
の
弱
点
（
3
6
）

差
別
化
競
争
（
H
）
　
　
差
別
化
の
特
徴
（
弼
）
　
　
差
別

「
差
別
化
」
の
意
味
（
空

第
三
章
　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
人
工
社
会
の
疎
革

算
一
徳
．
国
士
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
化

⑳
　
オ
フ
ィ
ス
と
い
う
住
居
（
舶
）
　
　
日
本
の
国
土
　
（
ど
　
　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
化
の
進
展

（H）

夢
二
葡
　
国
土
の
人
工
化
の
進
展

⑳
　
自
然
地
の
転
用
（
門
）
　
　
リ
ゾ
ー
ト
人
工
化
の
推
進
（
5
7
）
　
　
仮
想
現
実
の
情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
（
6
2
）

算
四
章
　
生
活
者
＝
核
家
族

昇
一
飾
　
核
家
族
の
定
着

⑳
　
核
家
族
の
成
立
（
6
6
）
　
　
核
家
族
の
増
大
（
6
7
）
　
　
核
家
族
と
し
て
の
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
　
（
6
9
）

算
二
奇
　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
生
活
姿
勢

70

⑳
　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
基
本
機
能
（
ご
　
　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
特
徴
（
榊
）
　
　
生
活
者
と



し
て
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
　
（
8
I
）
　
　
結
び
　
（
短
〕

［
第
一
編
参
考
文
献
］

第
二
編
　
育
つ
　
「
電
脳
世
代
」

⑳
　
序
（
巴

等
一
章
　
変
わ
る
勤
労
者
像

等
一
命
　
イ
ラ
イ
ラ
青
年
が
増
え
る

⑳
　
イ
ラ
イ
ラ
型
三
一
二
％
（
9
6
）
　
　
会
社
の
仕
事
は
き
つ
い
　
（
卵
）
＋
．
全
社
と
社
月
の
ギ

ャ
ッ
プ
（
叫
）

第
二
奇
　
「
相
互
情
報
型
」
勤
労
者
像

⑳
　
「
個
亨
連
帯
型
」
像
の
提
唱
（
呵
）
　
相
互
情
報
型
勤
労
者
（
呵
）
　
相
互
情
報

型
勤
労
者
像
の
開
発
と
検
定
（
m
）
　
相
互
情
報
型
勤
労
者
像
の
大
量
検
定
（
呵
）

夢
二
蹄
　
雑
居
璧
口
の
会
社
疾
走

⑳
　
業
務
外
注
の
流
行
一
I
之
。
）
　
労
働
市
場
の
二
元
構
成
の
定
着
（
m
）
　
混
合
職
場
の

定
着
（
叫
）
　
「
情
報
人
」
と
「
相
互
情
報
型
L
（
ゼ
　
「
基
礎
人
事
」
の
問
題
（
明
）

夢
二
章
　
「
電
脳
世
辞
の
登
等
！
I
i
I
i
～

第
一
飾
　
磨
脳
世
代
」
が
育
つ

（
攣
　
外
で
遊
ば
な
い
子
供
た
ち
（
ぜ

⑳
子
供
た
ち
に
異
変
（
現
）
　
コ
ッ
プ
二
朴
の
準
備
状
態
（
明
）

I34

受
験
率
争
蒜
）

琴
一
缶
l
構
成
力
を
欠
く
虔
感
世
代
」

心
身
異
常
の
増
加

不
気
味
を
世
界
〓
甲
）

⑳
　
共
同
生
活
基
礎
へ
の
モ
ラ
ル
低
下
（
明
）

電
脳
世
代
（
ぜ

品
さ
（
榊
）
　
構
成
力
が
な
い
（
ぜ

I43

撃
一
節
　
竜
脳
世
代
」
勤
労
者
の
三
世
紀

⑳
　
「
遊
民
」
と
「
ア
パ
シ
ー
世
代
」
（
靭
）

日
本
社
会
の
四
〇
年
周
期
説
蒜
）
　
世

代
の
問
題
（
甲
）
　
「
電
脳
世
代
」
勤
労
者
の
登
場
（
明
）
　
二
〇
二
計
諒
）

［

第
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編

参

考

文

献

］

1

－

－

1

明

．

－

－

－

1

－

－

－

1

－

・

n

I

l

l

　

－

－

－

1

－

　

－

　

　

－

－

ノ

　

ー

　

　

ー

　

1

1

　

－

　

　

－

一

イ

l

筆
二
編
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問
題
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算
一
節
　
欧
米
の
工
業
化
時
代

ェ64

⑳
　
日
本
人
の
「
弱
い
自
我
」
（
叫
）
　
近
代
哲
学
の
現
実
化
（
所
）
　
工
業
化
の
時
代

（
聖
　
闘
争
の
時
代
（
聖
　
「
大
疑
惑
」
の
発
生
（
所
）
　
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ

ム
」
運
動
（
聖

琴
一
命
　
欧
米
世
界
の
「
こ
こ
ろ
」
の
性
質

t59

目　　次　　Ⅴ罠

⑳
　
世
界
の
宗
教
（
所
）
　
キ
リ
ス
ト
教
（
I
7
。
）

の
登
場
（
明
）
　
意
識
と
無
意
識
（
明
）

科
学
と
技
術
（
m
）
　
深
層
心
理
学

強
い
自
我
と
弱
い
自
我
（
琳
）

算
二
車
　
日
本
人
の
「
こ
こ
ろ
」
の
基
層

工80

等
一
価
　
日
本
人
の
基
層
文
化

工80

⑳
基
層
文
化
と
表
層
文
化
（
聖
　
日
本
人
の
文
化
（
聖
　
縄
文
文
化
の
定
着
（
叫
）

共
同
生
活
（
勲

筆
一
球
　
基
層
文
化
の
「
こ
こ
ろ
」

f87

⑳
ミ
ヤ
ン
ゲ
（
聖
　
基
層
文
化
の
蓄
積
（
聖
　
縄
文
文
化
と
弥
生
文
化
へ
叩
）

共
同
体
の
性
質
（
明
）

筆
二
簿
　
ア
ミ
ニ
ズ
ム
、
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム

⑳
　
ア
、
主
ズ
ム
と
い
う
言
葉
（
ぜ
　
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
語
源
（
響
　
シ
ャ
ー
マ

ニ
ズ
ム
の
定
義
（
ゼ
　
シ
ャ
ー
マ
ン
の
定
義
（
明
）
　
シ
ャ
ー
マ
ン
と
宗
教
複
合

（
聖
　
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
生
命
（
叫
）

算
三
尊
　
超
常
能
力
・
死
後
存
在
研
究
の
発
展

206

算
一
箱
　
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
」
遅
効
の
な
か
か
ら

206

⑳
　
「
こ
こ
ろ
」
の
探
究
の
た
め
に

「
科
学
的
研
究
」
の
登
場
（
2
。
9
）

（
攣
　
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
」
運
動
の
特
徴
（
攣

「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
」
で
出
て
き
た
現
象
（
2
1
。
）

算
二
旛
l
　
新
し
い
研
究
分
野
の
出
現

⑳
新
研
究
分
野
の
胎
動
（
m
）

サ
イ
考
古
学
と
犯
罪
捜
査
（
攣

研
究
の
新
分
野
の
登
場
（
呵
）
　
深
層
心
理
学
（
呵
）

大
脳
生
理
学
（
2
2
。
）

筆
二
薗
　
超
常
心
理
学
の
開
花

⑳
超
常
心
理
学
へ
2
2
3
）
　
超
常
心
理
学
の
進
展
（
叫
）

E
S
P
の
問
題
（
空

等
四
飴
　
死
後
存
在
の
探
究

⑳
　
超
常
心
理
学
の
撃
一
期
（
呵
）
　
臨
死
体
脱
体
験

（
攣
　
セ
イ
ポ
ム
の
調
査
結
果

（
2
2
9
）
　
国
際
臨
死
研
究
学
会
（
押
）
　
臨
死
体
験
か
ら
臨
終
時
体
験
へ
（
2
3
2
）
　
キ

ュ
ー
ブ
ラ
ー
＝
ロ
ス
（
2
3
3
）
　
死
に
ゆ
く
過
程
（
2
3
3
）
　
死
は
成
長
の
段
階
（
叫
）

臨
終
時
体
験
調
査
（
響
　
オ
シ
ス
の
調
査
結
果
（
響
　
死
後
生
存
仮
説
の
実
証

（
坤
）
　
交
叉
通
信
（
2
4
。
）
　
前
世
記
憶
（
叩
）
　
過
去
生
逆
行
（
瑚
「
‖
第
関
節
の

意
義
（
響



算
四
章
　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
社
会
と
電
脳
文
化

夢
一
飾
　
四
〇
年
周
期
の
日
本

⑳
　
こ
れ
か
ら
の
四
〇
年
（
ぜ
　
共
同
体
の
梢
減
と
移
動
（
響

算
二
苛
　
電
脳
文
化
の
形
成

【
日

⑳
コ
ン
ク
リ
ー
ト
社
会
（
2
3

6
）
電
脳
文
化
へ
の
道
（
2
～

8
）
情
報
化
経
営
（
空

姥
捨
て
病
院
（
叫
）
「
こ
こ
ろ
」
の
問
題
（
攣

［
第
三
編
参
考
文
献
］

結
　
　
び

あ
と
が
き
（
聖



あ
と
　
が
き

「
わ
た
し
た
ち
は
、
氷
砂
糖
を
ほ
し
い
く
ら
い
も
た
な
い
で
も
、
き
れ
い
に
す
き
と
お
っ
た
風
を
た
べ
、
桃

色
の
う
つ
く
し
い
朝
の
日
光
を
の
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
わ
た
く
L
は
、
は
た
け
や
森
の
な
か
で
、
ひ
ど

い
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
き
も
の
が
、
い
ち
ば
ん
す
ば
ら
し
い
ビ
ロ
ー
ド
や
羅
紗
や
、
宝
石
入
り
の
き
も
の
に
変
わ
っ

て
い
る
の
を
た
び
た
び
見
ま
し
た
。

わ
た
く
L
は
、
そ
う
い
う
た
べ
も
の
や
き
も
の
を
す
き
で
す
。
こ
れ
ら
の
わ
た
く
し
の
お
は
な
し
は
、
み
ん

な
林
や
野
は
ら
や
鉄
道
線
路
や
ら
で
、
虹
や
月
あ
か
り
か
ら
も
ら
っ
て
き
た
の
で
す
。

（
中
略
）

わ
た
く
L
は
、
こ
れ
ら
の
ち
い
さ
な
も
の
が
た
り
の
幾
き
れ
か
が
、
あ
な
た
の
す
き
と
お
っ
た
本
当
の
た
べ

も
の
に
な
る
こ
と
を
、
ど
ん
な
に
ね
が
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
」

こ
れ
は
宮
沢
賢
治
氏
の
最
初
の
作
品
集
『
注
文
の
多
い
料
理
店
』
の
序
文
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

一
九
九
〇
年
五
月
に
き
つ
い
個
人
的
事
情
が
生
じ
て
以
来
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
「
氷
砂
粒
」
の
仕
事
か
ら
離
れ

て
、
世
の
中
か
ら
距
離
を
お
い
て
き
た
。
有
斐
閣
の
伊
藤
真
介
さ
ん
か
ら
、
長
年
の
お
約
束
だ
っ
た
原
稿
は
ど
う
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な
っ
た
か
と
い
う
お
尋
ね
が
あ
っ
た
と
き
、
私
は
そ
の
約
束
が
も
う
果
た
せ
な
い
こ
と
を
お
詫
び
し
た
。
そ
れ
だ
け

で
は
あ
ま
り
に
も
失
礼
で
あ
る
。
そ
こ
で
自
分
の
た
め
に
書
い
て
い
た
取
り
と
め
な
い
ば
ら
ば
ら
な
大
部
の
文
章

を
、
こ
う
い
う
状
態
で
す
、
と
お
送
り
し
た
。
そ
う
し
た
ら
伊
藤
さ
ん
は
、
そ
の
な
か
か
ら
こ
れ
と
こ
れ
で
本
に
し

ま
し
ょ
う
と
、
本
書
の
三
つ
の
編
を
選
ん
で
く
だ
さ
っ
た
。
そ
う
し
て
出
き
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

そ
う
い
う
状
態
の
な
か
で
過
ご
し
て
み
て
今
さ
ら
の
よ
う
に
感
じ
た
こ
と
は
、
い
ざ
人
間
と
し
て
の
深
い
と
こ
ろ

で
接
触
す
る
と
な
る
と
、
多
く
の
人
々
が
す
べ
て
を
「
情
報
」
と
す
る
だ
け
で
、
心
の
深
い
と
こ
ろ
で
受
け
と
め
る

よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
し
、
自
分
た
ち
だ
け
の
ば
ら
ば
ら
な
生
き
方
が
普
通
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
出

会
っ
た
。

こ
と
の
是
非
で
は
な
い
。
千
石
保
氏
は
『
ま
じ
め
の
崩
壊
』
（
サ
イ
マ
ル
出
版
会
、
一
九
九
一
年
）
　
の
な
か
で
、
「
平

成
日
本
の
若
者
た
ち
」
の
価
値
観
や
態
度
は
、
「
ま
じ
め
」
で
は
な
く
「
ノ
リ
」
（
c
O
n
S
u
m
m
a
t
O
r
y
）
だ
と
い
わ
れ

る
が
、
そ
の
性
質
は
ど
う
や
ら
か
な
り
の
年
配
層
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
宮
沢
賢
治
が
い

う
「
氷
砂
糖
」
　
へ
の
執
着
、
で
き
て
い
る
制
度
へ
の
従
順
、
仕
事
な
ど
へ
の
「
ノ
リ
」
の
重
視
、
こ
れ
が
日
本
社
会

を
太
く
導
く
性
質
に
な
っ
て
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

だ
が
、
そ
う
と
は
い
え
、
時
間
を
か
け
て
心
の
底
を
開
き
あ
っ
て
み
る
と
、
は
っ
き
り
意
識
さ
れ
て
い
る
か
ど
う

か
は
別
に
し
て
、
こ
ん
な
に
立
派
な
建
築
物
に
囲
ま
れ
て
い
る
の
に
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
　
「
業
（
ご
う
）
」
に
が

ん
じ
が
ら
め
に
な
っ
た
、
固
い
不
安
の
核
が
、
心
の
中
に
で
き
て
い
る
こ
と
が
み
え
る
よ
う
だ
。

も
う
あ
ま
り
変
わ
り
そ
う
に
な
い
こ
う
い
う
状
況
の
大
き
な
流
れ
を
見
通
し
て
お
か
な
い
と
、
な
に
を
問
題
に
取

288あ　と　が　き

り
上
げ
て
話
し
あ
っ
て
も
、
せ
い
ぜ
い
「
ノ
リ
」
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
終
わ
っ
て
無
意
味
な
の
で
は
な

い
か
。
人
間
に
と
っ
て
「
す
き
と
お
っ
た
本
当
の
た
べ
も
の
」
は
な
ん
だ
ろ
う
か
、
「
す
き
と
お
っ
た
た
べ
も
の
」

で
生
き
る
共
同
体
は
ど
ん
な
人
間
ど
う
し
の
関
係
か
ら
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
一
人
一
人
が
考
え
は
じ
め
る
以

外
に
、
平
安
な
「
こ
こ
ろ
」
で
生
き
ら
れ
る
道
は
も
う
み
つ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
に
き
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ

の
手
が
が
り
を
本
書
で
み
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
、
と
願
っ
て
い
る
。
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